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岡山大学算数 .数学教育学会中学校数学学力診断調査プロジェクトは､ゆとりの中で
｢生きる力｣の育成を実現するための中学校数学授業改善を目指している｡
平成 12年度は,前年度の ｢数丑関係｣に引き続き､中学校数学 ｢図形｣の領域における
学力診断調査を実施することを計画した｡平成 14年度には､新学習指導要領が完全実施
される｡その移行期間中であるということも勘案 し､どんな図形の調査問題にすれば中学
校数学 ｢図形｣領域の授業改善に賢する数学学力の実態が解明されるのか債鬼に考察 ･検
討する必要があると考える｡新学習指導要領で学力低下が危倶されている中､教育抹程審
議会 (2000)答申でも学力調査の必要性が唱えられており､われわれの研究はこの方
向性とも整合性のある教育的に価値ある調査研究となるものと確信している｡
Ⅰ はじめに
新学習指導要領が告示され､ゆとりの中で｢生
きる力｣の育成が学校教育の偉大の課題となっ
ている｡ゆとりの中で ｢生きる力｣を育成する
中学校数学では､教え込み型の授業から生徒が
｢自ら学び､自ら考える｣といった主体的な学
冒-の転換を図るために現行の指導内容が30
%も縮減された｡指導内容の30%縮減に対し
て､数学教育界等から ｢学力低下｣を危倶する
声が上がっている｡また､(財)地球産業文化
研究所は､｢基礎教科の内容を削除すれば理解
度が下がるのは当然｣とし､国際競争力に勝て
ないとの視点から､新学習指導要領の全面中止
を求めている｡
こうした学力低下の概論が交わされていると
き､国際教育到達度評価学会(IEA)が､平成
13年 1月に第 3回国際数学 ･理科教育調査
(第二段階調査)の結果を発表した｡ 38参加
国中､数学の成績は上位から5番目に位置して
いるものの､数学の好き嫌い調査の者馳調査の
結果は､｢大好き｣｢好き｣を合わせても48
%であり､国際平均値 (72%)を大きく下回
っている｡ 1995年の調査結果の53%と比
べても､数学を学ぶ意欲は低下傾向にある｡新
学習指溝要領で ｢数学的活動｣の充実を図ろう
としているのは､この問題点を解消しようとす
る現れであろう｡
また､調査結果では ｢数学の成績がよい｣と
言っても､現行の指導要領の下であり､指導内
容が30%縮減される新学習指導要領の下で
は､やはり､｢数学の学力低下｣が危倶される
ところである｡
1､2岡山大学教育学部 3岡山理科大学理学部 4､5､6岡山大学教育学齢附属中学校
7岡山市立中山中学校 8児島郡灘崎町立灘崎中学校 9玉野市立宇野中学校
10岡山市立上南中学校 11岡山市立古山中学校
- 1-
誤解 してはならないのは､新学習指巧要領で
も､｢数丑や図形などに関する基礎的 ･基本的
な内容を､ゆとりをもって確実に理解できるよ
うにする｣とし､基礎 ･基本の徹底の方向性を
打ち出している点である｡ところで､数学の学
力を論 じるとき､数量や図形に関する基礎的 ･
基本的な学力とは何かを明らかにする必要があ
る｡数量や図形に関する知識や計算処理だけが
基礎的 ･基本的な内容ではない｡自ら学び自ら
考える等の ｢生きる力｣を育成する観点から､
｢自ら学ぶ意欲｣｢思考力｣｢判断力｣｢表現力｣
等の資質能力まで含めて学力として捉える必要
がある｡ したがって､中学校数学 ｢図形｣の学
力診断調査問題もこうした観点から到達度を適
切に評価できるものにすることが大切であると
考える｡
基礎学力の維持 ･向上が教育改革の目標であ
ることには違いない｡今､学力の低下を危快さ
れているが､中学校数学の ｢図形｣に関する基
礎学力を､単に ｢知取｣｢技能｣だけでなく､
｢図形｣について自ら学ぶ意欲や思考力､判断
力､喪現力等を含めた ｢新 しい学力｣としてと
らえ､その達成度を適切に学力診断評価する必
要がある｡
Ⅱ 中学校数学 ｢図形｣の学力診断調査
閉居作成の基本的な考え
1 耗易度を教科書レベルの中学校数学 ｢図
形｣の学力診断調査間虜にすること
中学校数学 r図形｣の学力診断調査問題の作
成の基本的な考えとして､難易度を教科書レベ
ルとした｡
第 1の理由は､教科書は学習指導要領に基づ
いて編集されており､取り上げられる指導内容
は､基礎的 ･基本的な内容であるからである｡
われわれの授業改善の目的は､｢生きる力｣を
育成する観点から基礎的 ･基本的な内容の確実
な定着を図ることにある｡教科書では､学習指
導要領を逸脱するような難易度の高い指導内容
は､教科書検定で削除される｡ したがって､教
科番に取り上げられれている中学校 ｢数学｣の
指導内容は､基礎的 ･基本的な内容としての信
頼度は極めて高い｡
第2の理由は､一般的に､生徒の中学校数学
一eg)形｣の学力は､数学の授業において､教科
番を活用することを通して身に付いている点に
ある｡中学校数学 ｢図形｣に関する基礎的 .基
本的な学力が水準通り身に付いていれば､教科
笹を活用した数学の授業が適切であると判定で
き､水準以下であれば､授業改善の余地がある
と判定できる｡教科8レベルを超える内容を学
力診断調査内容に取り上げたのでは､指導して
いないのだから､｢できない｣｢分からない｣
のは当然という論理が成り立つ｡しかし､教科
寄内容レベルの中学校数学 ｢図形｣の学力診断
調査問題にすれば､全国どこの地域にあっても
目標に準拠した一定水準の中学校数学 ｢図形｣
に関する学力の到達度を適切に評価することが
できると考える｡
2 中学校数学 ｢図形｣についての多面的な
学力診断
新しい学習指導要領では､自ら学び､自ら考
えるなどの ｢生きる力｣を育成することを目指
し､基礎的 ･基本的な指導内容の確実な習得を
重視する方向性が示されている｡ここでいう基
礎的 ･基本的な指導内容とは何か｡単に｢図形｣
に関する知識や技能だけを基礎 ･基本とする捉
え方は局所的であろう｡｢生きる力 ｣を育成す
る観点から意味するところの基礎 ･基本とは､
知識や技能だけではなく､中学校数学の ｢図形｣
について自ら学ぶ意欲､思考力､判断力､表現
力などを含んでいると捉えるべきである｡
したがって､中学校数学 ｢図形｣の基礎的 ･
基本的な指導内容の徹底を目指 し､｢図形｣に
関する知識､技能の到達度を診断調査すること
はもとより､｢図形｣について自ら学ぼうとす
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る意欲､｢図形｣の性質を数学的な推論によっ
て考察する思考力や判断力及び図形の論証につ
いて論理的に表現する能力等の到達度を適切に
診断調査する必要があると考える｡
このためには､指導要録の評価の4観点によ
る学力診断を基本とすることが適切であると考
える｡すなわち､｢数学への関心 ･意欲 ･態度J
｢数学的な見方 ･考え方｣｢数学的な表現 ･処
理｣｢数量､図形についての知鞍 ･理解｣の4
観点から診断評価することが基本であると考え
るQ
Ⅲ 評価問ほの工夫改善
1 ｢数学-の軌Ll･意欲 ･態度｣に関する
評価閉居
自分で課題を見つけ､自ら学び自ら考える力
等の ｢生きる力｣を育成を目指す新しい中学校
数学教育では､｢関心 ･意欲 ･態度｣を学力の
重要な側面として重視する必要がある｡学力と
しての ｢関心 ･意欲 ･態度｣の観点は､中学校
数学 ｢図形｣について関心を持ち､進んでそれ
らを調べようとしたり､学んだことを生活 (新
たな図形学習)に生かそうとしたりする情意面
に関わる資質能力である｡
｢図形への関心 ･意欲 ･態度｣は､授業中の
挙手や発言の回数､発言やノー ト-の記述内容
等により多様な方法で継続的 ･総合的に行うの
が望ましい｡これを､ペーパーによる学力診断
調査で評価しようとするのであるから､限界が
ある｡ しか しながら､ペーパーテス トでも
open-endの問題を用意すれば､図形の学習への
関心 ･意欲の達成度を診断評価できるものと考
えるo
例えば､｢区l形｣に関する関心 ･意欲の達成
度を診断評価する問題として､中学校第1学年
B ｢図形｣(2)図形を観察､操作や実験を通
して考案し､空間図形についての理解を深める
という指導事項に関連し､次のような正多面体
の構成要素である面について記述式の問題を考
えた｡
例 r正多面体｣への r関心･意欲 ･憤皮Jの評
価間煙 :第 1学年
回 正多面体の面は､正三角形､正方形､
正五角形の3種類ですo
正六角形では正多面体ができないわけ
新学習指導要領では､小学校での立方体や直
方体を中心とした扱いがなされ､中学校第1学
年では､これを基礎にして､空間図形について
の理解を一層深めることをねらいとしているo
特に､直観的な理解を助け､論理的な考寅の基
礎を養うために､立体模型つくりなどの数学的
活動を宜祝しようとしている｡こうした学習の
方向性にあって､正多面体の構成要素の面に関
心を持ち､正三角形､正方形､正五角形では正
多面体を構成することができるけれども､正六
角形ではどうであろうかと調べようとするもの
と思われる｡こうした思考の流れにそった ｢図
形｣への関心 ･意欲 ･態度の学力診断調査の問
魅が上記の閉居である｡正六角形では正多面体
ができない理由を説明することは､論理的な思
考を伴うものではあるが､数学的な見方 ･考え
方というよりも､｢なぜ､正六角形では､正多
面体ができないのだろう｣という疑問や不思議
に思うことを追究しようとする関心 ･意欲の面
に五点を置くこととした｡
新学習指導要領では､多面的な見方を伸ばす
ことを強調する方針を示している｡｢図形｣に
ついての多面的な見方を伸ばすことは､同時に
｢図形｣への関心 ･意欲を高めることにもつな
がる｡数学では､ 1つしか答えがないように認
軌している生徒がいるが､それは誤解であるO
こうした生徒には､答えが一つとは限らない数
- 3 -
学のおもしろさに気付かせることが大切であ
る｡答えが一つとは限らない中学校数学｢図形｣
の OPEN-END 問題に取り組ませることで､数
学-の関心 ･意欲 ･態度を伸ばすことが可能で
あると思われるoこうした点に着目して､次の
ような ｢図形｣に関する OPEN-END の問題を
用意し､｢図形｣への関心 ･音欲についての達
成度を診断評価することにした.
例 ｢図形Jに関する多様な答えを兄いだそうと
する ｢関心･意欲･態度｣の評価問題 .1第2
学年
E 右の図で､四角形ABCDは
平行四辺形で､ A E D
AC//EFであるC
;し盛 ぞ
次の間に答えな
B C
(2)△ BCFと面積が等しい三角形はどれ
か｡すべて答えなさい｡
この間牌では､△ BCF と面積が等しい三角
形を一つ挙げるのではなく､すべて挙げるよう
に求めているところである｡この問いかけによ
り､生徒が△ BCF と面積が等しい三角形が△
ACFだけと考えた生徒の認俄は砕かれる｡そ
して､他にもあるのかと新たな知的好奇心が喚
起され､興味 ･関心をもって意欲的に追究した
り､答えが多様にあるおもしろさに気付いたり
するものであろうCこうした中学校数学｢図形｣
-の関心 ･意欲の達成度を､OPENN-ENDの問
題で診断評価したいのである｡
さらに､次の第3学年の三平方の定理を利用
する問題は､｢数と式｣の領域の数の平方根の
理解の深化とも関連する三平方の定理のよさに
関する ｢関心 ･意欲｣の診断評価問題である｡
例 三平方の定理のよさに関する ｢関心･意欲 ･
態度｣の評価問題:第3学年
E]右の図は,AP- AB -1cmの直角三
角形をもとにして､次々に直角三角形をか
いたものである｡
(1)pBの長さを求めなさい｡
[ 二 二 二 コ
(2)pJの長さを求めなさい｡
平方根は､生徒にとって分数で表すことので
きない捉えにくい数である｡ところが､三平方
の定理を利用して､上記の図のように AP-1
として､JT,､庁 ､- 日 となる線分 pB､BC
･- ･を順に作図すれば､とらえにくいと思
っていた平方根を視覚的に表すことができるの
である｡実際にこうした図をかいていき､そう
なるわけを追究する二で､三平方の定理を活用
するよさや ｢数学のおもしろさ｣を実感できる
ものと思われる｡ したがって､この間題は ｢三
平方の定理｣を利用しようとする関心 ･意欲 ･
態度の達成度を診断評価する問題であると考え
た.
2 ｢赦学的な見方や考え方｣に関する
評価間唐
教育殊程審議会の答申 (2000)では､新
学習指導要領の目標及び内容の改訂などを考慮
して､観点別学習状況の観点が改められた｡数
学では､｢数学的な考え方｣から ｢数学的な見
方や考え方Jに改められた｡従来は,数学的な
見方と数学的な考え方を表裏一体的に捉えてい
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た｡これを今回の改訂では､分離して捉えよう
とする立場に立ったものと考えられる｡
第 1学年の ｢図形｣指導では､図形について
の直観的な見方や考え方を引き出し､これを伸
ばすことがねらいである｡
例えば､下記の垂直二等分線の作図を利用す
る間膜は､図形についての直観的な見方や考え
方に関する達成度を学力診断する問題である｡
例 直観的な ｢数学的な見方や考え方｣の評価問
題:第1学年
回 下の図で､点 pにおける直線 且の垂線
を作図しなさいo
さらに､その垂線上にあって2点 A､Bか
らの距離が等しい点 Q を作図によって求め
なさいo
･ A
･B
P
良
点 pを通る垂線の作図では､Pから等距離に
ある直線 且上の2点を中心とする2つの円の交
点を結べばよい｡点 A､Bの2点から距離が等
しい点Qの作図においては､A､Bを中心とす
る同じ半径の円の交点を結ぶ直線を考えればよ
い｡いずれも､2つの円が中心を結ぶ直線に対
して線対称であるという直観的な見方 ･考え方
を利用して作図することになる｡ したがって､
この間題では､単に基本的な垂線の作図や線分
の垂直二等分線の作図といった基礎的な技能の
達成度を診断評価するというだけでなく､直観
的な図形の対称性に着目した見方や考え方につ
いての達成度を診断評価できると考えている｡
一般に､数学的な推論には､類推､帰納､痛
棒の3つがある｡一般性のある推論は演縛であ
る｡演樺的な推論を本格的に指導するのは､第
2学年からである｡例えば､既習事項としての
対頂角の性質､平行線の性質､三角形の合同の
条件等を推論の拠り所として､新たな図形の性
質や関係を考察していく学習を行う｡こうした
演緯的に推論を進めていく学習については､急
に数学が難しくなったと感 じ､つまずきを起こ
す生徒も少なくないOそこで､演樺的な推論す
る力(｢数学的な見方や考え方｣)の達成度を
診断評価するの問題として次の例を考えた,
例 演梓的な推論の達成度を診断評価する ｢数学
的な見方や考え方｣の評価問雌 :第2学年
回 右のように A D
平行四辺形ABCD
芸芸芸l三宝C#慧 E ＼ ご
CFをひいたとき B C
AE-CFであることを証明しなさいo
この間題は､命題の結晶 :AE- CFである
ことを､AE､CFが対角線 BDの垂線であると
いう仮定から出発して､既に学習している平行
四辺形の性質､三角形の合同条件を根拠にして
演縛的に推論を進めることができるかどうか､
その達成度を診断評価するものである｡
もちろん､演樺的な推論は､自分は勿論､他
人にもその過程を簡潔に､分かりやすく説明す
る ｢数学的な表現力｣とも関連が深いことは言
うまでもない｡筋道を立てて説明する能力を身
に付けること自体､推論を進める能力を高める
ことになると考える｡
3 ｢数学的な表現 ･処理｣に園する
評価閉居
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作図能力は､図形に関する興味 ･関心を引き
起こし､直観的な見方や考え方を伸ばし､図形
の論理的な考察を促すという意義を持っ基礎的
な技能であり､｢図形｣に関する重要な ｢数学
的な表現 ･処理能力｣の 1つである｡
第 1学年では､角の二等分線､線分の垂直二
等分線､垂線などの基本的な作図を学習する｡
基本的な作図の能力は､単に技術として持っ
ているというだけでなく､新しい図形の性質や
関係を発見したり､問題解決に活用したりする
能力として身に付けることが大切である｡
こうした視点に立った基本的な作図能力を身
に付けているかどうか､その達成度を診断評価
する問題として､次の問題を考えた｡
例 基本的な角の二等分線の作図能力を活用する
力の達成度を診断評価する ｢数学的な袈現 ･
処理能力｣の評価間鰭 :第1学年
A
一般に､数学的な処理 ･能力とは､既に習っ
た知織､技能､数学的な考え方等を活用 して適
切に考察 ･判断 し､処理していく能力であると
考える｡
例えば､第 2学年 :｢B (1)ア平行線や角
の性質を理解し､それに基づいて図形の性質を
確かめることができる｣という指導事項に関連
して考えれば､平行線や角の性質に関する知旅
を活用 して､適切に処理 してする力であると考
え､その視点から ｢数学的な処理｣に関する問
題として､次の間牌を考えた｡
例 平行線や角の性質を活用して考察･処理する
r故学的な処理｣の評価問題 :第2学年
上記のE] (I)は三角形の内角の和に関す
る知織を､(2)は平行線の性質に関する知識
をそれぞれ活用 して適切に処理することができ
るかどうかを診断評価する r数学的な処理｣の
問題である｡知識は単に覚えておくためのもの
ではなく､このように数学的に処理するとき､
活用するものとして知枯活用能力を身に付けさ
せることが大切であると考える｡
4 ｢数量､図形などについての知臓 .理解J
に関する評価閉居
ゆとりの中で自ら学び自ら考えるなどの ｢生
きる力｣の育成を目指す21世紀の数学教育で
は､現行の指導内容を30%縮減 し､知取の注
入主義から生徒自らの主体的な数学の学習に転
換することが求めている｡この方向性に関して､
自ら学ぶ意欲や思考力､判断力､表現力が重要
であり､知敢 ･理解は重視 していないと散解さ
れている面があるO しかし､数丑や図形に関す
る知稔 ･理解は記憶するものではなく､今後の
数丑や図形について自ら学び自ら考えるための
生きて働く基礎的 ･基本的となる重要な学力で
あることはいうまでもない｡
したがって､｢図形｣に関する知稚 ･理解に
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ついては､単に覚えるものとしてでなく､数学
の学習に活用するものとして身に付いているか
どうか､その達成度を評価できる問題にする必
要がある｡
新学習指導要領では､図形の相似は､第2学
年から第3学年-移行されるが､例えば､相似
になる図形の条件を如拙として単に覚えておく
だけでは不十分で､活用されるものとしてとら
えて指斗する必要がある｡
そこで､こうした考えに立ち､次のような問
題を用意した｡
例 図形の相似の意味という｢図形に関する知沌
･理解｣に関する評価問越 :第2学年
三角形の相似の条件には､r対応する3つの
辺が全て等しい｣｢対応する2組の辺の比とそ
の間の角がそれぞれ等しい｣｢対応する2組の
角がそれぞれ等しい｣がある｡これらの三角形
の相似の条件は､演梓的な推論を進めていく上
で重要な根拠となる ｢知識 ･理解｣であり､こ
れを的確に活用できるように身に付けさせる必
要がある｡上記の問題は､記述式により演梓的
な推論の展開を求めるのではない｡直観的に三
角形の相似の関係にある2つの三角形を罷知す
るとともに､その根拠としての ｢相似の条件｣
を指棟することで､三角形の相似に関する知粒
･理解の達成度を診断評価 しようとするもので
ある｡
また､次に示す第3学年の直角三角形を見付
ける問題も､知識としての｢三平方の定理の逆｣
を活用できる程度までに理解しているかどう
か､その達成度を診断評価する間博である｡
例 三平方の定理の逆に関する ｢知織･理解｣の
評価問題 :第3学年
回 次の長さを3辺とする三角形のうち､
直角三角形をすべて選び､記号で答えな
さいo
ア 4cm､7cm､8cm
イJTcm､JJT7 cm､3cm
ウ 2＼/ilcm､7cm､3JTcm
エ 3.7cm､1,2cm､3.5cm
三平方の定理の逆､すなわち､｢三角形の3
辺の長さがa2+b2- C 2 ならば､直角三角形
である｣という直角三角形の3辺の関係につい
て理解しているかどうか､その達成度を診断評
価する問題である｡三平方の定理の逆の知鞍が
なければ､直角三角形を全て見付けることはで
きない問題である｡
Ⅳ おわりに
平成11年度の中学校数学 ｢数量関係｣領域
の学力診断調査問題に続いて､｢図形｣領域の
学力診断調査問題を検討した｡新学習指導要領
においては ｢図形｣領域の指導内容の削減及び
移行統合内容は極めて多く､学校種間の移動内
容も大幅である｡例えば､削除内容としては､
第 1学年では ｢図形の移動｣｢立休の切断､投
影｣等があげられる｡移行統合内容としては､
｢図形の相似｣が第2学年から第3学年へ､｢三
角形の亙心｣｢2つの円の性質｣等は高等学校
へ移行した｡
こうした背景を考慮して､どんな学力診断調
査間越にすべきか検討する必要があった｡
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基本的な考えとしては､移行措置の期間であ
るということを勘案し､原則として現行の指導
要領の下で基確的 ･基本的な学力診断調査問題
を作成した｡例えば､図形の相似に関する学力
診断は､新学習指尊要領では第3学年に移行さ
れるが､第2学年の生徒を対象にすることを原
則とした｡移行統合される指導内容は､現行の
指導要領に従うことを原則にする一方､削減さ
れる内容については､今後継続的に調査しても､
その結果を比較検討できないので､第 1学年の
｢図形の移動｣等は学力診断調査事項の対象外
とした｡
学習指導要領の4観点 ｢数学への関心 .意欲
･態度｣｢数学的な見方や考え方｣｢数学的な
表現処理｣｢数丑や図形などについての知識 ･
理解｣を､基礎的 ･基本的な学力をとらえるた
めの具体的な評価観点とした｡これらの4観点
がそれどれ独立変数となるような､具体的な中
学校数学 ｢図形｣の間博をペーパーテストで用
意することは至軽の業であった｡ しかし､教科
書問題を工夫改善することで､知稔 ･技能は勿
論､｢図形を学ぼうとする関心 ･意欲｣や痛棒
的に推論を進める ｢数学的な見方や考え方｣等
の達成度を診断評価できる問顔を用意できたと
考える｡
5)文部省教育課程審議会答申 :｢児童生徒の
学習と教育課程の実施状況の評価の在り方
について｣､2000
6)日本教育新聞社編集､週刊教育資料 No
695:｢第3回国際数学 ･理科教育調
査事､教育公論杜 ､2001
<参考文献>
I)沢田利夫 ･杉山吉茂 :r現代教育評価講座
4第歎 ･数学｣､第-法規､昭和53年
2)文部省 :r中学校学習指導要領 (平成 10
年 12月)解説一数学-､平成 11年､9
月
3)東京書籍 :｢新 しい数学 1｣r新 しい数学
2｣｢新しい数学3｣､平成 12年
4)啓林館 =｢新訂数学 1｣｢新訂数学2｣｢新
訂数学3｣､平成12年
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E] 次の[= コ にあてはまることばを書きなさい｡
(i) A,Bを通る直線のうち.A.Bを両端とする部分
をr J という｡
(2) 線分を2等分する点を｢ ~ 叱いう｡
(3) 円周上の2点A,Bによって切り取られた円周の
一部を弧ABといい.記号を用いて[ ~lと鼓す｡
(4) 右の台形で,ADとBC
の位置関係を,記号を使って
衷すとし_ 1となる｡
(5) (4)の台形で,印をつけた角をA-Dの記号を使って
表すとl` _ ltなるC
(6) 右の図で,直綿 LZが
線分ABの垂直二等分線
であることを文字や害己号
を使って表すと
I lとなる｡
回 3辺の長さが 2cm,3cm,6cmの三角形をかくこと
ができるでしょうか｡その理由もかきなさい｡
回 右の図の三角形ABCで,
3辺AB,ちC,CAまで
の足巨がが等しい点Oを作図
によって求めなさい｡
E] 下の図で,点Pにおける直線 且の垂線を作図 しな
さい｡さらに.その垂線上にあって2点A,Bからの距
離が等しい点Qを作図によって求めなさい｡
A
｡B
/ P
B] 右の図は,底面が正六角形の角はです｡次の[=コに
あてはまる虹やことばを古きなさい.
(1) 辺ABと平行な辺はD です｡
(2) 面AGHBと平行な面はI Iですo
(3) 辺AGと垂直な面は⊂コっあります｡
(4) 辺ABとねじれの位置にある辺は
⊂=コ本です｡
(a)面AGHBと面BHICのつ くる角は
D です｡
回 右の図のような平面図形を
LZを相として回転させてでき
る立体の見取り図をかきなさい｡
｢
? ? ? ?
?? ?
回 次の[=コ にあてはまることばや政を書きなさい｡
(1) 点Aから平面Pにひいた垂綿の長さを,点Aと平面
pとの⊂== ]という｡
(2) 正多面体とは,どの面もみな合同なl ~~1であり,
どの頂点にも面がl lだけ典まっているものを
いう｡
(3) 正四面休の辺の故は[=]で一頂点の故は⊂コ であ
る｡
(4) 右の図は,正八面体の
展開図です.これを組み立
てたとき,点Bとかさなる
点は[二コ である｡
回 正多面休の面は,正三角形,正方形,正五角形の3
牲類です.正六角形では正多面体ができないわけを脱明
しなさい｡
数学科調査問題 (図形) 第2学年 - 組 - 番
(1)
次の図で∠∫の大きさを求めなさい｡
(2) cdm
[= : コ ⊂ 二 二 コ
回 次の問いに答えなさい｡
(1) 正十二角形の 1つの内角の大きさを求めなさい｡
(2) 次の内容について,仮定と結論をかきなさい｡
｢△ABC≡△DEFならば∠A=∠D｣
仮定 結論
回 下の図で,∠ Jの大きさを求めなさい｡
ただ し.同じ印をつけ
:_I_jゝ
た辺は等 しいとする.
[二 二 ]
回 下の図で,点 Ⅰは△ABCの3つの内角の二等分綿
の交点であるとする｡∠A=520のとき.∠BIC
は何度になるか求めなさい.
BAc [ コ
回雷J:冨芸漂 A"Zc3/BECFDT.■去るo AiTLD
B園次のrB)いに等えなさい｡(1)△AFEと面積が等 しい三角形はどれか｡
(2)△BCFと面積が等しい三角
形はどれか｡すべて答えなさい｡
下のそれそれの団において.相似な三角形を記号
-を使って衷しなさい｡また,そのとき使った相似
条件を答えなさい｡
相似な三角形
相似条件
相似な三角形
相似条件
E] 右の図で,
四角形ABco∝,四角形EFGH
である｡このとき.次の問いに答
えなさい｡
(i)四角形ABCDと四角形EFG
Hの相似比を求めなさい｡
⊂ : = コ
(2)EHの長さを求めなさい｡
(3)∠Gの大きさを求めなさい｡
回 右の団でエ,yの値を
求めなさい｡
ただし,AB//EF//C D
である｡
回 右図の
仁 一 ___二 ｣
⊂ 二 二 コ
== .y=
ように平行四辺形ABCt)
の頂点A.Cから対角線に垂納AE
CFをひいたとき,AE=CFであ
ることを証明しなさい｡
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E] 右の図のような台形で.対角 _^二二坐ヒゝD
綿の交点を0とするとき.次の
問いに答えなさい｡
(1) △AODと△COI】の面積
の比を求めなさい｡
⊂ = = ]
(2) △AODの面積が9cm2のとき,台形ABCDの
面領を求めなさい｡
⊂ = = ]
回 次の長さを3辺とする三角形のうち,直角三角形
をすべて遇び,記号で答えなさい｡
ア 4cm,7cm,8cm
イ Jtcm.JTcm,3cm
ウ ZJ訂cm,JTcm, 3Jfcm
エ 3.7cm,1.2cm,3.5cm
@] 一辺が8cmの正三角形の高さを求めなさい｡
E] 下の図で,∠ xの大きさを求めなさい｡
(1) (2)TT'は円の様相である｡
TAT′
B] 下の四角形ABCDで,円に内接するものをすべ
て遇び,記号で答えなさい｡
ア イ ウ
C A A
Aa
回 右の図のように,△ABCの
内接円が,3辺と点D,E.F 12C,;'DJ
で棲している｡このとき,線分
ACの長さを求めなさい｡
E] 右の図は,AP=AB=1の直角
三角形APBをもとにして.次々に
直角三角形をかいたものである｡
このとき,次の問いに答えなさい｡
(1) PBの長さを求めなさい｡
(2)PJの長さを求めなさい｡
二 二 二?
?
?? ? ?
回 右の団のように,半酌 cmの
球とこの球がちょうど入る円柱
がある｡このとき,次の問いに
答えなさいb
(1) 球の体積を求めなさい｡
[ 二 コ
(2) 円柱の表面満と球の表面積の比を求めなさい｡
二 二 二
回 原点を中心とする半径
2の円0と.中心が∫地
上を軌く半径1の円Aが
ある｡円Aの中心の∫座
綿をdとするとき,次の
問いに答えなさい｡
(日 dが3のとき,2つの円の位置関係を答えなさい｡
二 二 二 二
(2) 円Aが円Oの内部にあるとき,Oの値の範囲を表し
なさい｡
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(平成13年5月7日受理)
